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As a rapid screening tests for methamphetamine and narcotic drugs, the 

colortests such as marquis, Simon's and cobalt thiocyanate tests are effective. 

However, it has been recognized that some non narcotic substances show also 

similar color to methamphetamine and narcotic drugs with these reagents. 

 So, three color tests was applied to 107 kinds of nitrogen containing compounds 

which were similar in partial structure to illicit drugs mentioned above. 

 Being compared the coloration in each case with stimulant or narcotic drugs, it 

was found that some compounds showed nearly same color. For instances, proline or 

hydroxyproline in Simon's test, promazines in Marquis test and scopolamine, 

diphenhydramine and methaqualone in cobalt thiocyanate test were representative. 

 In case of these, thin layer chromatographic separation was useful for the 

discrimination between illicit drugs or not. 
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１ 緒  言 

 当関における麻薬，覚せい剤等の犯則分析依頼件

数は年々増加をたどり，税関検査や犯則調査等の現

場において試料が麻薬，覚せい剤であるかどうかを

簡易鑑定する機会が増加している。現場での麻薬，

覚せい剤等の簡易鑑定には，マルキス，シモン，コ

バルトチオシアネート試薬 1)が使用されている。 

 時には，これらの試薬に対して，魚介類や未知の

医薬品等で麻薬や覚せい剤と類似する呈色反応を示

すものがみうけられる。 

 麻薬，覚せい剤に指定されているものはすべて含

窒素化合物であるので，試薬や医薬品のうち麻薬や

覚せい剤に類似する構造の含窒素化合物をできるだ

け集めマルキス 2)，シモン，コバルトチオシアネー

ト試薬の反応を試みた。 

 また，麻薬，覚せい剤に類似する呈色反応を示し

た物については，薄層クロマトグラフィーによる分

離を行った。 

２ 実  験 

 ２．１ 試料 

 実験に用いた含窒素試料は，麻薬類 5種，覚せい

剤及び覚せい剤原料 4 種，試薬類 14 種，アミノ酸

類 20種，アルカロイドを含む医薬品 64種及びたん

ぱく系物質 9種である。 

 
 ２．２ 呈色反応 1) 

 ２．２．１ マルキス反応 

 試料 100μg程度を点滴板にとり，硫酸 1mlにホ

ルマリン 1滴を加えたものを 1滴加え，呈色を調べ

た。 

 
 ２．２．２ シモン反応 

 試料 100μg 程度を点滴板にとり，20％炭酸ナト

リウム溶液，水，アセトアルデヒドの 50％エタノ

ール溶液各 1 滴を加えよく混ぜ，1％ニトロプルシ

ッドナトリウム溶液 1 滴を加え呈色を調べた。 

 
 ２．２．３ コバルトチオシアネート反応 

 試料 100μg 程度を試験管にとり，チオシアン酸  

 コバルト 0.2g を水 10mlに溶解したものを 1ml加

え呈色を調べ，さらにクロロホルム 1ml を加えよ

く混ぜ，青色がクロロホルム層に移行するかどうか

をみた。 

 

 ２．３ 薄層クロマトグラフィー 

 薄層クロマト板：Kieselgel 60 F 254 メルク社製

品 

 展  開  液：メタノール：アンモニア水＝

100：1.5 

 発  色  液：塩化白金，ヨウ化カリウム試液 

 （10％塩化白金溶液 1ml に 4％ヨウ化カリウム

溶液 25ml 及び水 24mlを混和し，水を加えて全量

を 50mlとする。） 

 

３ 結果と考察 

 ３．１ マルキス反応 

 ３．１．１ マルキス反応によるアヘン系麻薬に

類似呈色反応を示すもの。 

 アヘン法，麻薬取締法に該当しない含窒素化合物

中マルキス反応がアヘン系麻薬に類似呈色反応を示

すものを Table1に示した。 

 マルキス反応は，麻薬取締法に該当しないアヘン

アルカロイドやフェノチアジン誘導体のような含窒

素環化合物だけでなく，チロシンやドーパミンのよ

うな脂肪族第一アミンでも類似した呈色反応を示し

た。 

 
 ３．１．２ マルキス反応による覚せい剤に類似呈

色反応を示すもの。 

 覚せい剤取締法に該当しない含窒素化合物中，覚せ

い剤に類似する呈色反応を示すものを Table2に示し

た。その中で，覚せい剤と類似構造を持つものを

Table3に示した。 

 覚せい剤と同じ脂肪族第二アミン構造を持つもの

は，フェネチリンやアドレナリンであるが，脂肪族第

一アミンであるフェニルアラニンやフェンテルミン

は覚せい剤によく類似する呈色反応を示した。 
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Table1  Compounds showing similar color to 

narcotic drugs of opium series by 

Marquis test 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table2  Compounds showing similar color to 

methamphetamine by Marquis test 

 

 Table3 Structural formulas of compounds show- 

ing similar color to methamphetamine by 

Marquis test 
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Table4 Substances showing similar color to methamphetamine by simon's test 

 

 

 

 

３．２ シモン反応 

 シモン反応は，脂肪族第二アミンに一般的なもの

であり 3)，覚せい剤と類似する呈色反応を示すもの

を Table4に示した。 

 シモン反応は，アミノ酸やたんぱく系物質がよく

呈色し，特にプロリン，ヒドロキシプロリン，サル

コシン，冷凍えび（Black tiger）などは覚せい剤と

全く同様の呈色を示した。 

 冷凍えびについては，呈色成分は薄層クロマトグ

ラフィーの結果やニンヒドリンによりプロリンと同

色に呈色することから，プロリンタイプのアミノ酸

と考えられる。 

 

 ３．３ コバルトチオシアネート反応 

 コバルトチオシアネート試薬によりコカインと類

似呈色反応を示すものを Table5に示した。 

 コバルトチオシアネート反応については，コバル

トチオシアネート試薬を青色に呈色しても，硫酸ア

トロピンや塩酸プロカインのようにクロロホルム層

に青色が移行しないものもみられる。しかし，クロ

ロホルム層に青色が移行するものの多くは，第三ア 

 ミン，第四アンモニウム塩にみられる。 

 
 ３．４ 薄層クロマトグラフィー 

 マルキス，シモン，コバルトチオシアネート反応

において，麻薬，覚せい剤に類似する呈色反応を示

すものでも，螢光の有無，発色剤（塩化白金ヨウ化

カリウム溶液）に発色しないものや，色の違い，Rf

値の相違により麻薬，覚せい剤と鑑別できる。 

 以上のとおり，マルキス反応，シモン反応，コバ

ルトチオシアネート反応にはアヘン法，麻薬取締法，

覚せい剤取締法に該当しないアルカロイドやアミノ

酸，医薬品，たんぱく質を含む食料品など多くのも

のが麻薬，覚せい剤に類似する呈色反応を示すこと

が見いだされた。しかし，これらの定性反応の組合

せや，薄層クロマトグラフィーなどにより麻薬，覚

せい剤及びその他の含窒素化合物とを識別できると

考えられる。 

 

４ 要  約 

 医薬品，試薬，アミノ酸，輸入品等についてマル 
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Table5 Compounds showing similar Colour to 

Cocaine by Cobalt-thiocyanate test 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キス，シモン，コバルトチオシアネート反応を試み

たところ，医薬品や輸入品の中にも，麻薬，覚せい

剤に紛らわしい類似反応を示す例がかなりあったの

で，呈色反応については十分注意することが必要で

ある。 

 しかし，各呈色反応や薄層クロマトグラフィーの

組合せにより，麻薬，覚せい剤とは比較的容易に識

別できる。今後はこれらの試料の赤外吸収スペクト

ルやマススペクトル等の資料を充実していきたい。 
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Appendix                     Chemical structures of compounds 
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Photo.1    Color by Marquis test 

Compounds shown as Table1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photo.2    Color by Marquis test 

Compounds shown as Table2 

Philopon=Methanphetamine 



127 
資 料 麻薬，覚せい剤に類似する呈色反応を示す含窒素化合物について－マルキス．シモン．コバルトチオシアネート試薬－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photo.3    Color by Simon's test (1) 

Compounds shown as Table5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photo.4    Color by Simon's test (2) 

Compounds shown as Table5 
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Photo.5    Thin layer chromatgrams 

Silicagel G plates developed with 

methanol : ammonia (100/1.5) 

Color with (PtCl-KI) sol. (right), Ninhydrin (left)  

  

1 Methanphetamine 3 Hydroxyprolin 

2 Prolin       4 Black tiger 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photo.6    Color by Cobalt thiocyanate test 

Compounds shown as Table6 
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Photo 7    Thin layer chromatgrams 

Silicagel G plate developed with 

methanol : ammonia(100/1.5) 

Color with (PtCl-KI) sol. 

1 Morphine            7 Narcotine 

2 Papaverine            8 Methoxy phenothazine 

3 Dopamine            9 Chloropromazine 

4 Bromo ergocriptine mesylate   10 Promazine 

5 Heroin               11 Promethazine 

6 Codeine              12 Pentazocine 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Photo 8    Thin layer chromatgrams 

Silicagel G plate developed with 

methanol : ammonia (100/1.5) 

Color with (PtCl-KI) sol. 

1 Philopon             6 Adrenarine 

2 Phentermine           7 Tryptophan 

3 Indenolol              8 Allobarbital 

4 Phenethylamine          9 Phenylalanine 

5 Diphenhydramine       10 Fenethylline
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Photo 9    Thin layer chromatgrams 

Silicagel G plate developed with 

methanol: ammonia (100/1.5) 

Color with (PtCl-KI) sol. 

1 Cocaine              9 Diphenhydramine 

2 Atropine             10 Procaine 

3 Scopolamine           11 Fenethylline 

4 1-amino adamantane       12 Propiram 

5 Chloropromazine         13 Promethazine 

6 Benzethonium choloride       14 Methaqualone 

7 Ketamine            15 Panchlonium bromide 

8 4-Amino antipiline        16 Codeine 


